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公益財団法人高輝度光科学研究センター
利用推進部

　2013A 期に採択された長期利用課題について、
2015B 期に3年間の実施期間が終了したことを受
け、第56回 SPring-8利用研究課題審査委員会長期
利用分科会（平成28年4月）において、事後評価
が行われました。
　事後評価は、長期利用分科会が実験責任者に対し
ヒアリングを行った後、評価を行うという形式で実
施し、SPring-8利用研究課題審査委員会で評価結果
を取りまとめました。以下に対象となる長期利用課
題の評価結果を示します。研究内容については本誌
181ページの「最近の研究から」に実験責任者によ
る紹介記事を掲載しています。
　なお、2013A 期に採択された長期利用課題2課題
のうち残り1課題の評価結果は「SPring-8/SACLA
利用者情報」Vol.21 No.4（2016年11月号）に掲
載する予定です。

課題名
外場によって誘起される原子・分子ダ
イナミクスのマルチモード時分割構造
計測

実験責任者（所属） 青柳 忍（名古屋市立大学）
採択時課題番号 2013A0100
ビームライン BL02B1
利用期間 / 配分総シフト 2013A〜2015B/231シフト

［評価結果］
　本課題においては、外場によって誘起される原子・
分子のダイナミクスを計測するための時分割単結晶
X 線構造解析技術を確立すること、そして様々な機
能性材料の機能発現機構を原子・分子ダイナミクス
の観点から解明することを目的として、研究が進め
られた。これらの目的を達成するために、SPring-8
の短パルス放射光、高速 X 線チョッパー、大型湾
曲イメージングプレートを組み合わせ、kHz から
MHz 領域における時分割構造解析が行われた。
　本課題の大きな成果は、交流電場下の原子・分子

ダイナミクスをリアルタイムで計測可能な時分割単
結晶 X 線構造解析技術を確立したことにある。こ
の技術を利用して、30 MHz の水晶振動子の共振状
態の構造ダイナミクス計測に成功したことは、高く
評価できる。また、リラクサー強誘電体の単結晶試
料に、3 kHz の交流電場を印加したときに生じる分
極反転の構造ダイナミクス計測にも成功しており、
この成果は学術的意義が高いだけでなく、応用材料
開発の観点からも評価できる。これらの結果から、
本実験責任者が広い周波数領域の電場下での時分
割構造解析に成功したと判断できる。その他にも、
LiTaO3単結晶の静電場下の結晶構造解析、ランガ
サイトの圧電振動のサブナノ秒時分割構造解析など
にも成功している。また、フラーレンに内包された
原子・分子のダイナミクス計測を目指し、物質・物
性探索を行っている。これらの研究結果は、論文発
表および国内外の学会発表という形で、十分に発信
が行われている。
　以上のように、本課題の成果として、交流電場下
での時分割構造解析という計測技術の大きな進歩が
認められ、計測技術開発の目的は達成していると判
断できる。ただし、本計測技術を利用した個別の研
究課題においては、十分な成果に至っていない部分
もあり、今後の研究展開に期待したい。総合的に判
断して、長期利用課題としての目的は、ほぼ達成さ
れていると評価できる。
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